[image: image1.emf] 

3. 2 . ｐＨ の決定   上記 の 条件 を 使 い ｐＨ 1 ～ 7 の Ｃｄ 溶液 を 用 い て 、 ど のｐＨ が 最 も 抽出 に 適 し てい る か を 確 か め た 。 そ の 結果 ｐＨ 3 が 最 も 抽出 が 行 わ れ てお り 強度 も 高 か った た め ｐＨ 3 を 抽出 の ｐＨ と 定 め た 。  
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図 1   Cd の自動抽出  
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1.　背景および目的 





　重金属を含む排水は、中和法，硫化法，イオン交換法，キレート樹脂吸着法などがあります。金属工業では，安価で簡便な処理法として中和凝集沈殿法(中和法)が一般的です。中和法は，消石灰または炭酸カルシウムを加えて，金属イオンを水に不溶な水酸化物として沈殿させ、除去する方法です。鉄やその他の金属イオンの沈殿に伴って，本来，そのpHでは水に可溶な亜鉛やカドミウムイオンなどが一部凝集沈殿します。一般的に中和法では，pHが9以上になるように中和剤を投入します。この処理で，排水中の大部分の金属の濃度を基準値以下にすることができますが、重金属を分別回収することはできません。また，生成したスラッジ(重金属を含む汚泥状の凝集沈殿物)はそのまま投棄できないために，セメントまたはアスファルトによる固形化などの処理が必要となります。現在の方法だとスラッジが多量に生じてしまう問題点があります。本研究では、スラッジの処理と各種金属の自動回収システムについて検討しています。スラッジは焼却により有機物が分解されAl,Si,Caなどの酸化物を含む灰分だけが残るが、重金属の含有率高いためそのままでは再利用できない。ここから有害な重金属を取り除けば凝集沈殿剤として再利用できる。灰中の重金属の回収は共存する陽イオンが多いためイオン交換法や通常の分離手法が使いにくい欠点がある。これに対し溶媒抽出法はキレート試薬と錯形成条件により共存する成分の影響をあまり受けずに特定の金属のみを選択的に分離できる。従来は分離に用いた有機溶媒は排棄していたが、密封した系内で逆抽出を行えばこの溶媒も自動的にリサイクル可能なシステムが作成できる。しかし実験の結果、逆抽出がうまく行われなかった、よって抽出のみを行う。





2.　実験方法





　濃度既知のＣｄ水溶液にピロリジンジチオカルバミン酸アンモニウム(ＡＰＤＣ)水溶液を加えかき混ぜ、有機溶媒のメチルイソブチルケトン(ＭＩＢＫ)を加え、溶媒抽出を行い有機相にＣｄを抽出する。この抽出液を原子吸光装置を使い原子吸光を測定した。

















3.　結果および考察


3.1.原子吸光条件の決定


　灰化温度は400℃以上に設定すると灰化途中で　Ｃｄの揮発により、原子吸光が極端に低下した。400℃以下で、Ｃｄの原子吸光が最も高かった150℃に設定した。原子化温度は1800℃以上で検討し、Ｃｄの原子吸光が最も高かった2100℃に設定した。


3.2.　ＣｄのＭＩＢＫによる抽出





3.2.ｐＨの決定


上記の条件を使いｐＨ1～7のＣｄ溶液を用いて、どのｐＨが最も抽出に適しているかを確かめた。その結果ｐＨ3が最も抽出が行われており強度も高かったためｐＨ3を抽出のｐＨと定めた。�





3.3.抽出の自動化


今までの手式で行っていた実験を自動化し、Cdの抽出を自動で行い抽出がうまくいくかを調べた。








4結果


　自動化での抽出率は88.347％で、抽出はうまく行われ、重金属の回収はおこなわれた。
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